
 

 
低電圧Ｉ２Ｃ液晶モジュール 

アプリケーションノート AN001 
 

●ここではＩ２Ｃ液晶モジュールを使いこなすための方法を解説します。既に I2C に関

しての知識がある方を対象としています。 

 

■基本 
 SCL, SDAは外部でプルアップしてください。プルアップ抵抗値は配線の容量、最大

クロックスピードにより適切な値を使用してください。 
 液晶コントローラには Sitronix Technology Corp. 社のST7032iを使用しています。 
 

 

 

■スタート・ストップコンディション 
 START, STOPについては他の I2Cデバイスと同じです。 
 

 

■転送 
 I2Cでは SCLが Lの時に SDAの変更が許されます。 
 

 

 
■スレーブアドレス 
 この液晶のスレーブアドレスは 0111110です。固定になっていますので変更はできません。 
 

■ライトオンリーデバイス 
このデバイスに対してはWriteしか行えません。そのため I2Cの R/Wビットは常に 0(=Write)になります。 
HD44780では BUSYフラグをチェックしたり、液晶に表示されている文字を読み出したりすることができますが、この液晶

ではそれができません。CPU から液晶への単方向通信だけサポートされています。BUSY フラグがないため、コマンド実行後

データシートに記載の時間以上待ってから次のコマンドを送る必要があります。正しく守られていないと、次のコマンドが正し

く実行されない恐れがあります。ST7032iの Instruction Execution Timeを参照のこと 
 Ｉ２Ｃのアクナレッジ（ACK）フラグはサポートされていますので、１バイトごとの ACKのチェックは他の I2Cデバイスと

同じように行えます。  

 

■データ転送 
黄色部分はマスター側の出力，赤色部分は液晶側が出力（ACK ビット）します。 

 

 START コンディション, スレーブアドレス＋R/W の後にコントロールバイトを１バイト送ります。 

 このコントロールバイトが HD44780 の RS ピンの設定に相当します。上位２ビットのみが有効で、bit6 が 0 の時が RS=0 とな

り、次のバイトで液晶のクリアやカーソルの設定、カーソルの位置設定などが行えます。1 の時は次のバイトで CGRAM, DDRAM

などに書き込みができます。 



 

 その後 Bit7（C0）ビットが 0 の時は STOP コンディションを送って通信が終わります。1 の時は前記の２バイトがもう一度出

現します。何度も液晶に対してデータを書き込む場合は C0=1 として通信すると連続で複数転送することができ、最初の START

やスレーブアドレスの部分を送りなおす時間が省けます。 

 

■インストラクションテーブル 
 ST7032i は Function Set コマンドが拡張されており、IS ビット(bit0)を１にするとインストラクションテーブルにアクセス

できます。インストラクションテーブルに発振周波数設定，コントラスト，アイコンなどの項目があります。 

 
 

 
 初期化時にこれらのパラメータを設定する必要があります。コントラストは６ビット分あり、２つのレジスタにまたがってい

ます。C5～C0 

 

■アイコン表示 
 ST7032iにはアイコン表示機能があります。 
ST7032iは最大８０個のアイコンをサポートしていますが、この液晶は使われているのは１３個だけです。 
表が ICON RAMの割り当てです。緑色部分に１を書き込むと該当するアイコンが点灯します。 

 



 

 
各ビットと表示されるアイコンは次の通りです。 

 
S1  S11  S21  S31  S36  S37  S46  S56  S66  S67  S68  S69  S76  

 
アイコンの表示を行うには次のようにします。 
 

 Function Set  0b00111001 IS=1にします。 
 Set Icon Address 0b0100xxxx xxxxはアイコンのアドレス（上記アドレスを参照） 
 Write Data To RAM 0b000xxxxx xxxxxは各アイコンへのビット 

 
またアイコン表示を行うには Power/ICON control/Contract set レジスタの Ionビットを１にしなければなりません。 

一般の文字を表示させるときのために通常は ISを 0にしておいてください。



 

 
■初期化 
 初期化の手順は次のようになっています。ウェイト時間を守らないとうまく起動しないことがあります。 
ほとんどのコマンドは３０μｓ以内で終わりますが、Follower controlや Clear Displayは時間がかかりますので注意が必要で

す。 

 
  

デバイスからのリードができませんので動作確認は液晶に文字が出るまで出来ません。ですからうまく文字が出るまでがんば

ってください。初期化の詳細については ST7032i データシートをご覧ください。 

 

■うまく動作できないときは 
・Ｉ２Ｃの通信が正しくできているか波形を確認してみてください。 
 ⇒プルアップがなされているか？ 
 ⇒ＲＳＴ端子の処理など 
 

 ・コントラスト設定値が小さすぎる 
  ⇒設定値が小さいとうっすらと表示されるというよりも全く文字が読めません。 
  



 

 
 

■タイミングチャート 
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